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寵護霊童霊童
陸上自衛隊では、 7月の実弾射

撃をワぎのとおり行ないます。

実施場所=池田射撃場

実施臼程=11日'"16日、 18日~

23日、 26日-29日

(467号〉り大村市政だよ6月下旬号)
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と
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竹松部隊の積極的な協力

で、市道久原烏帽子谷堤線

が、 産業道路として役立つ

りっぱな市道に改良されて

います。この道路は、自衛

隊員のきびきびした作業で

約55目、延人員約2.000人

で完成の日を迎え、6月7日

市に引渡されました。この

地区は市のほぼ中心にあり

この道路の改良は、 地域産

業の発展に大きな役割をは

たすものと期待され、 地元

の人々からも喜ばれていま

道路の巾=約6メート ノレ

延長=2.320メートノレ
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高校体育大会開く

国体めざして、若人の意気は大いに上っています。 第18回県高校

体育大会は6月3.4.5日大村市を中心に行なわれ、入場式も約7，000

人の選手役員が集まって陸上競技場で行なわれました。

大村市では、 陸上、 ソフ トボーノレ、体操、ホッケ一、エヤライ フ

ノレ、山岳の種目があり 、今大会では全種目を通じて13の新記録がで

て、3年後長崎県で行なわれる 国体に大ぎな希望を残して終りまし 、

た。〔写真=整然と入場する選手ユ

司・F司Fヌらえ
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¥_11あぜ吃プロツクで-
市内の岩松針尾地区では、田の

畦をブロックで永久的なものに作

りかえて労力節減につとめていま

す。これは耕地整備融資事業とし

て行なったもので約8，830メート

ノレ、総工費は8，340，000円です。

永
久
選
挙
人
名
簿
を
白
浜

二
十
五
日
ま
で
に
調
査
員
が
調
査
票
を
取
り
集
め

一

に
ま
い

り
ま
す
。

一

こ
ん
ど
の
調
査
は
、
県
議
、
市
議
選
挙
な
ど
に
用

一

い
る
名
簿
の
基
礎
と
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。

一

も
し
調
査
票
が
こ
な
い
場
合
は
選
挙
管
理
委
員
会
か

一

出
張
所

ヘ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一

な
お
、
立
候
補
届
出
用
紙
一

や
候
補
者
心
得
な
ど
は
、
説
一

明
会
々
場
に
お
い
て
お
渡
し
一

す
る
予
定
で
す
。

-

V
開
催
日
時

七
月
一
日

一

午
後
二
時
か
ら

一

マ
場
所

市
役
所
大
会
議
室

一

な
お
、
立
候
補
届
出
の
期

一

聞
は
七
月
五
日
か
ら
七
月
八

-

日
(
午
後
五
時
ま
で
)
ま
で

一

の
四
日
間
と
な
っ
て
い
ま
す

農
業
委
員
の
選
挙

今
年
の
七
月
十
九
日
に
任

期
が
満
了
す
る
農
業
委
員
会

委
員
の
選
挙
が
、
全
国
的
に

統
一
さ
れ
、
七
月
五
日
の
告

示
で
、
七
月
十
五
日
に
執
行

さ
れ
ま
す。

こ
の
選
挙
に
立

候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
お

よ
び
そ
り
関
係
者
を
対
象
に

つ
ぎ
の

と
お
り
説
明
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

思
明
に
寄
付

市
内
上
小
路
の
松
浦
ふ
み

さ
ん
は
故
松
浦
豊

一
さ
ん
の

忌
明
に
、
ま
た
、
市
内
西
本

町
浜
田
節
郎
さ
ん
は
故
浜
田

も
り
さ
ん
の
忌
明
に
、
社
会

福
祉
事
業
費
に
そ
れ
ぞ
れ
金

一
封
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

， 、

j 
r 

調
査
を
実
施
中

口
口
口

牛
乳
を
無
料
支
給

低
所
得
者
を
対
象
に

口
口
口

当
市
で
は
、
母
体
保
持
、

乳
児
の
健
全
成
長
の
た
め
、

牛
乳
の
無
料
支
給
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
支
給
対
象
を

-拡
大

(
C
階
層
ま
で
)
し
ま

ナ
タ
で
割
っ
て
水
を
溜
め

一

な
い
よ
う
に
す
る。

一

③
墓
地
の
花
立
に
は
砂
そ
入

一

れ
、
こ
の
砂
に
花
を
差
し

一

入
れ
、
水
を
注
い
で
貯
水

一

を
さ
け
る
。
花
の
も
ち
は
一

水
と
ほ
と
ん
ど
か
わ
り
ま

一

せ
ん
。

一

④
水
槽
に
は
リ
ン
デ
シ
か
デ
一

イ
ル
ド
リ
ン
ま
た

は
ダ
イ
一

ア
ジ

ノ
シ
乳
剤
を
、
水
量
一

一
ト
ン
当
り
原
液
十
ミ
リ

一

リ
ッ
ト
ル
を
十
倍
に
う
す

一

め
て
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を

一

入
れ
る
か
、
鯉
や
鮒
を
飼

一

う
の
も

一つ

の
方
法
で
す

一

⑤
蚊
の
成
虫
の
駆
除
は
、
ダ

一

イ
ア
ジ
ノ
ン
乳
剤
な
ど
の

一

十
倍
か
ら
二
十
倍
液
を
散

一

布
す
る
。

一

つH

蚊
μ

② 

蚊
の
害

蚊
も
種
類
に
よ

っ
て
媒
介

す
る
病
気
も
異
な
っ
て
お
り

日
本
脳
炎

(
主
と
し
て
コ
ガ

タ
ア
カ
イ
エ
カ
)
ブ
イ
ラ
ク

ヤ
(
主
と
し
て
ア
カ
イ
エ
カ
)

ま
た
、
マ
デ
リ
ヤ
な
ど
が
媒

介
さ
れ
る
。

蚊
の
駆
除

蚊
の
発
生
源
の
大
部
分
は

人
間
生
活
が
っ
く
り
だ

L
た

も
の
で
、
蚊
の
駆
除
は
、
こ

の
よ
う
な
発
生
源
を
除
去
す

る
こ
と
が
第
一
と
い
え
ま
す

じ
た
の
で
、
該
当
者
は
申
出

、

て
く
だ
さ
い
。

マ
該
当
者
企

(A
階
層
)
生

、活
保
護
世
帯
の
姫
産
婦
ま
た

は
乳
児

A

(
B
階
層
)
市

民
税
が
同
一
世
帯
全
員
非
課

税
ま
た
は
減
免
世
帯
の
妊
産

婦
ま
た
は
乳
児

企

(
C
階

層、

市
民
税
が
均
等
割
の
も

し
か
し
、
?
ぎ
の
よ
う
な
処

置
で
か
な
り
の
効
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
下
水
、
ド
ブ
な
ど
を
よ
く

掃
除
し
て
、
水
の
流
れ
を

よ
く
す
る
。

②
竹
の
切
株
も
蚊
の
発
生
源

と
し
て
大
き
な
存
在
で
す

の
で
、一
栄
養
失
陥
と
見
ら
れ

る
姫
産
婦
ま
た
は
乳
児

マ
申
請
方
法

A
、
B
階
層
の
も
の
は
、
母

子
手
帳
と
印
鑑
を
も
っ

て
衛

生
課
へ

申
請
す
る
。

C
階
層
の
も
の
は
、
栄
養
失

陥
の
認
定
を
保
健
所
長
ま
た

は
小
児
科
、
産
婦
人
科
医
師

か
ら
受
給
を
必
要
と
す
る
証

明
を
添
え
て
申
請
の
こ
と
。

マ
支
給
方
法

姫
婦
は
妊
娠
満
五
カ
月
以
上

乳
児
は
生
後
四
カ
月
以
上

一

年
未
満
の
も
の
で
、
い
づ
れ

も
申
請
の
あ
っ
た
翌
月
初
か

ら
受
給
券
に
よ
り
毎
日
牛
乳

一
本
を
支
給
す
る
。

苅

f 
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H

自
然
に
親
し
も
う
H

野
岳
市
民
キ
ャ
ン
プ
大
会

自
然
に
親
し
み
、
心
身
の

健
康
を
増
進
す
る
た
め
、
野

岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
山
開
き
行

事
と
し
て
第
二
田
市
民
キ

ャ

ン
プ
大
会
を
つ
ぎ
の

と
お
り

行
な
い

ま
す
。
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

マ
日
時

七
月
九
日
午
後
五

時
集
合
、
七
月
十
日
正
午

解
散

マ
場
所

場

野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ

口口口
腸・パラの予防接種

口口口
じ>該当者 3才から60才まで。

じ>接種要領 初めて接種されるかたは、 1週間

おき3回接種 (3回接種しないと効果があ りませ

ん〉追加免疫者はいずれかの 日に1回接種。

腸チフス パラチフス接種目程

り(3) 

マ
費
用

テ
ン
ト
、
毛
布
は

無
料
で
貸
出
し
ま
す
が
、

食
費
、
燃
料
代、

交
通
費

は
各
自
負
担

マ
資
格

自
由
、
た
だ
し
学

生
の
み
の
グ
ル

ー
プ
は
中

学
生
以
上
と
し
学
校
の
許

可
を
得
る
こ
と
。，

マ

申

込

七

月

五
固
ま
で
に

商
工
水
産
課
ま
た
は
市
内

運
動
具
庖

へ

当
日
は
キ
ャ
シ
プ
ブ
ア
イ

~=EJ:i t.ß.m;:接 種日 |
i 接種場所 実施地区

11回 I2回 I3回 |

|市役所 16月27臼!7月4日 7月11日 鈴田、大村

|松原出張所!6??月5日 7月町重松原
萱瀬出張所 i6月29日 7月6日 7月13日 萱瀬l-所 |山 7月7日 7月山竹秘
三浦診療所 1 6月30日!7月7日 :7月14日i三浦

市 立 病院 7月1日I7月8日 7月15日 西大村

時間はいずれも午後2時から3時30分まで。

ヤ
ー
を
行
な
い
、
翌
日
希
望

者
は
郡
岳
登
山
を
行
な
い
ま

す
。

ー
歩
道
の
交
通
止
:

市
道
の
歩
道
整
備
の
た

め
つ
ぎ
の
と
お
り
歩
道
の

交
通
止
を
行
な
い
ま
す
。

マ
場
所

大
村
駅
前
か
ら

本
堂
川
橋
の
間
五
百
十
メ

ー
ト
ル

マ
期

間

六

月

十

三
日
か

ら
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

口
口
口

新
就
職
者
の
研
修
会

口
口
口

昭
和
四
十

・
四
十
一
年
度

に
中
学
校
を
卒
業
し
て
、
中

小
企
業
事
業
所
に
就
職
し
た

方
に
、
職
業
人
、
社
会
人
と

し
て
大
切
な
心
が
ま
え
と
、

余
暇
利
用
に
よ
る
学
習
の
あ

り
か
た
を
修
得
さ
せ
、
灼
く

青
年
と
し
て
の
希
望
と
自
覚

を
高
め
さ
せ
る
た
め
、
つ

ぎ

の
と
お
り
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

期
日

会
場

※ 

七
月
七
日
か
ら
十
日

ま
で
の

三
泊
四
日

大
村
市
玖
島
崎

長
崎
県
立
研
修
所

月

主

. 
J 

受
講
料

無
料
、
宿
泊
食
費

不
要
、
車
賃
実
費
支
給

申
込

六
月
二
十
五
日
'ま
で

大
村
商
工
会
議
所
中
小
企

業
相
談
所
へ

口
口
口

韓
国
の
歴
史
の
講
演
会

口
口
口

最
近
韓
国
を
訪
問
さ
れ
韓

国
の
歴
史
や
史
跡
を
見
て
こ

ら
れ
た
宮
崎
先
生
の
講
演
会

を
催
し
ま
す

の
で
お
さ
そ
い

:
し、

i
!、、、i
t
E
1
1
1i
i
!、、、
i

あ
わ
せ
お
い
で
く
だ
さ
い

0

・
一

マ
と

き

六

月
二
十
五
日

-

午
後

一
時
三
十
分
一

‘
/
/

/

/
一

-

マ
会
場

中
央
公
民
館
講
座

一

4

/

/

〆

/

一

室

一

;

/

-

y

〆

3
以

一

マ
講
師

県
立
大
村
研
修
一
ヰ

リ
ハ
ト
を

グ

]

臥

れ

陪

戸

…

長

…

，

:・
-

Y4

ぷ

t
=
l
d
-

-

且

1

7

/

す

/

h『
h
『

宮
崎
五
十
騎
先
生

一

一

主

?

ハ

G
/

、

マ
演
題

韓
国
の
史
跡
と
最

F

A

J

/

q

ぶ隅
w

z

/

l

近
に
お
け
る
事
情
。
な
お
よ

策

弘

、

♂

、c
に
マ
ド
を

カ
ラ

i
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
映

一

対

込

け

て

ピ

ニ

写
も
あ
り
ま
す
。

一

故

お

り

で

・

:

口

口

口

一

碍

ω

無

縁

墓

地

の

改

葬

一

む

λ

口
口
口
…
い
ん
い

γ

墓
地
名

長
崎
市
立
山
町

二

ゆ

ロロ口
身
体
障
害
者
の
方
へ

口
口
口

身
体
障
害
者
の
自
動
車
割

引
証
が
六
月
一
日
よ
り
回
数

券
式
の
割
引
証
に
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
従
来
の
割

引
証
は
使
用
出
来
ま
せ
ん。

こ
の
割
引
証
は
県
内
パ
ス
の

利
用
に
限
っ
て
使
用
で
き
る

も
の
で
各
出
張
所
、
福
祉
事

務
所
で
交
付
し
て
お
り
ま
す

交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
と

印
鑑
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

な
お
定
期
券
は
現
行
ど
お

り
パ
ス
営
業
所
で
発
売
さ
れ

ま
す
の
で
身
体
障
害
者
手
帳

と
印
鑑
を
持
参
し
て
購
入
し

て
く
だ
さ
い
。
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じ
め
じ
め
し
た
日
が
続
く
と
、
赤
痢
や
腸
チ
フ
ス

食
中
毒
の
病
原
菌
が
繁
殖
し
ゃ
‘す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
細
菌
は
口
か
ら
体
の
中
に
入
り
病
気
を
お

こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
こ
の
病
原
菌
は
、

は
え
や

ご
き
ぶ
り
な
ど
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
ば
か
り
か
、

私
達
の
手
を
通
じ
て
体
の
中
に
入
る
こ
と
が
多
い
と

い
わ
れ
ま
す
。
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
、
一
人
一

人
が
自
覚
し
て
手
洗
い
の
励
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う

と 民 日
に手ま七
し 洗 で 月
ま運の ー
し動三日
たをカか

O 実月ら
施間 九
す、月
る全三

ノこ市十

食
事
前
、
炊
事
前
、
外
出

か
ら
帰
っ
た
と
き
、
用
便
後

お
や
つ
を
食
べ
る
前
は
必
ず

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い
は
石
鹸
を
つ
け
て
ぺ
ご
--ze-
-1FEr
----二ご
-Eif--

洗
う
か
、
ク
レ
ゾ
ー
ル
液
な
川

mM汁
叶
川一
川
川
一
川
…
…
川
川
け
川
J

…
川
河
.白
川・
1
・-A
パ

山

川

・

必

に

キ

リ

νタ
ン
弾
圧
が
き
び
川

ど
の
薬
液
で
洗
う
こ
と
が
効
川
・
1
r
u
Aバパ

γ:
1
R卜

U
h
-
-
f・川沿い
U
-
h
J山
口

-h

し
く
な
り
幕
府
は
大
村
藩
の
川

果
的
で
す
。
手
洗
い
運
動
期
一
一
ぷ

也

八
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川

統計調査に

ご協力ください

b事業所統計調査

7月1日現在で、全国一斉に事業所統

計調査が行なわれます。この調査は国

勢調査とならぷ国のもっとも基本的な

統計調査で、事務所、工場、商居、飲

食庖、映画館をはじめ、ー駅、学校、研

究所、病院、神社、公民館など、あら

ゆる種類の事業所をもれなく調べ、日

本産業の見取図をつくる大切な統計調

査です。

b商業統計調査

この調査も、 7月1日現在で全国の卸

小売業、飲食屈などを対象として行な

う統計調査です。この目的は全国にわ

たる商業の分布、商業活動の状況、な

どを見ょ うというもので、と くに最近

の経済発展に伴なう商業の状況が各方

面から期待され注目されています。

， 、
/ 

田植賃金

1人800円が適当

農業委員会では、田植を

するときに人を雇ったり 、

鋤起し、代掻きなどを頼ん

だりした時の賃金の目安と

して、今年分に限り 、つぎ

の金額が適当であるとの結

論を出 bました。なお賃耕

料については、立地条件に

よって多少の相違を認めて

います。

b田植賃金

1日当り(男女共)800円

[>賃耕料

春田鋤起し

10アーノレ当り 2，000円

麦田鋤起し

10アーノレ当り1，500円

植代掻き

10アーノレ当り 1，000円
/ 

. ， 

，正


